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さむさむまつり　綱引大会の様子
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　１月中旬、北見市内のパラボで「第
17回高知県の観光と物産展」が開催
されました。
　当催事は、高知市と北見市で姉妹
都市提携を結んでいる縁もあり、２
００９年に初めて開催され、コロナ
禍で中止となった２０２０年～２０
２２年を除き毎年開催しています。
　カツオや文旦、ゆず製品、土佐地酒などの魅力あふれ
る高知のご当地グルメの他、端野町の姉妹都市「宮城県
丸森町」や、訓子府町の姉妹都市「高知県津野町」から
も出店されており、全36店舗で特産品やスイーツ、工芸
品を販売していました。
　週末はよさこい社中「高知家海援隊」と、東京都の
チーム「藍なり」がよさこいとしばてん踊りを披露。他
にも北見池川神楽保存会による「池川神楽」や高知のお
土産が当たる抽選会などイベント盛り沢山で、大盛況の
なか幕を閉じました。
　また１月15日には、高知県高知市訪問団19人が当ＪＡ
の相内玉ねぎ集出荷施設を視察し、当ＪＡの紹介や意見
交換を行いました。

 

▲高知県高知市訪問団の選果場視察の様子▲高知物産展の様子
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設
立
20
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

▲カレー販売ブースにきーたんも登場

　

訓
子
府
町
公
民
館
前
で
２
月
２
日
、
第
46
回

さ
む
さ
む
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
降
雪
が
少
な
い
影
響
で
雪
像
作
り
が
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
売
店
や
プ
リ
キ
ュ

ア
シ
ョ
ー
、
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
も
様
々
な
形
で

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南
支
部
で
は
当
Ｊ

Ａ
の
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
と
く
ん
ね
っ
ぷ
米
太
郎

を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
販
売
。
レ
ト
ル
ト

単
体
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
、
合
計
２
６

６
食
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。
き
た
み
ら
い
酪
農

青
年
部
で
は
５
０
０
パ
ッ
ク
の
牛
乳
の
無
料
配

布
を
行
っ
た
ほ
か
、
祭
り
限
定
で
カ
ガ
ミ
菓
子

店
の
オ
ム
レ
ッ
ト
を
50
個
限
定
で
販
売
し
、
牛

乳
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
繋
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
支
部
を
含
む
青
年
４
団
体
が
合
同

で
作
っ
た
雪
の
す
べ
り
台
は
大
人
気
で
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
リ
ピ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

第
17
回
さ
む
さ
む
綱
引
大
会
に
は
昆
野
将
之
さ

ん
、
山
本
将
志
さ
ん
、
有
馬
慎
吾
さ
ん
、
林
拓

己
さ
ん
、
加
藤
拓
馬
さ
ん
、
三
浦
健
一
さ
ん
が

チ
ー
ム｢

畑
の
力
持
ち｣

で
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
圧

倒
的
な
力
で
初
出
場
に
し
て
み
ご
と
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

第46回さむさむまつり大盛況！
～売店や綱引など組合員も大活躍～

17回続く、高知物産展閉幕！
～高知県高知市訪問団が
　玉ねぎ集出荷施設を視察～
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記
念
式
典
で
は
組
織
活
動
に
多
大

な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
歴
代
の

部
会
長
28
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
廣
中
諭
青
年
部
長

は
「
こ
の
10
年
間
で
支
部
の
統
廃
合

や
部
会
員
数
の
減
少
な
ど
が
あ
っ
た

が
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
活
動
を
見

出
し
て
行
っ
て
き
た
。
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
感
動
で
き
る
組
織
活
動
こ

そ
が
営
農
を
続
け
る
上
で
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
か
ら

来
る
で
あ
ろ
う
激
動
の
時
代
を
乗
り

越
え
る
こ
と
で
よ
り
魅
力
的
な
組
織

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
、

　

式
典
終
了
後
、
歴
代
正
副
部
会
長
に
労
い
を
込
め
て
祝

賀
会
を
開
催
。
開
催
に
あ
た
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性

協
議
会
の
相
内
三
香
子
会
長
よ
り
祝
辞
を
賜
り
、
Ｊ
Ａ
北

海
道
中
央
会
北
見
支
所
の
松
原
健
治
支
所
長
の
乾
杯
の
音

頭
で
祝
賀
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
青
年
部

に
よ
る
余
興
「
テ
ー
ブ
ル
対
抗
き
き
じ
ゃ
が
選
手
権
」
を

実
施
。
こ
の
余
興
は
「
ス
ノ
ー
マ
ー
チ
、
男
爵
、
と
う
や
、

ゆ
め
い
こ
ろ
」
の
蒸
か
し
い
も
を
試
食
し
て
品
種
を
当
て

る
ゲ
ー
ム
で
、
参
加
者
は
じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ
比
べ
、
ど

の
テ
ー
ブ
ル
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
余
興
終
了
後
は
し

ば
ら
く
歓
談
が
続
き
、
締
め
の
挨
拶
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協

青
年
部
協
議
会
の
東
城
崇
会
長
が
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
三

組
織
の
活
躍
に
期
待
を
込
め
た
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
盛
宴

の
も
と
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
・
女
性
三
組
織
20
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

は
12
月
12
日
、
北
見
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
20
周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀

会
を
行
い
、
歴
代
役
員
や
部
会
員
、
関
係
者
ら
１
５
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

謝
意
を
込
め
感
謝
状
を
授
与

設
立
20
周
年
記
念
式
典

労
い
を
込
め
て
祝
賀
会
開
催

青
年
部
考
案
余
興
で
盛
宴

▲開会挨拶を述べる
　廣中青年部長　　

▼祝辞を述べる
大坪組合長

▲謝辞を述べる　
　米森元青年部長

感
謝
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
大
坪
組
合
長
よ
り
お
祝
い
の
言
葉

と
、
こ
れ
か
ら
の
組
織
発
展
に
期
待

を
込
め
た
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
を
代
表
し
米
森
弘
元
青
年

部
長
は
「
私
自
身
、
青
年
部
で
は
組
織

活
動
を
通
じ
て
声
を
あ
げ
る
重
要
性

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
一
人
の
声
は
小
さ

く
て
も
組
織
と
し
て
声
を
あ
げ
る
こ

と
で
影
響
力
は
大
き
く
な
る
。
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、
Ｊ

Ａ
運
動
の
先
頭
に
立
つ
皆
さ
ん
に
は

声
を
あ
げ
続
け
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

▲締めの挨拶を述べる
東城会長　　　　

▲祝辞を述べる
相内会長　

歴
代
の
正
副
部
会
長
（
敬
称
略
）

「
平
成
26
年
度
か
ら
」

〇
青
年
部

　（
就
任
年
度
）  

（
部
　
長
）
 

    

（
副
部
長
）    

（
　
〃
　
）

　
平
成
26
年
度
　
米
森
　
　
弘
　
小
山
　
勇
樹
　
須
河
　
岐
文

　
平
成
27
年
度
　
坂
下
　
修
一
　
小
林
　
章
三
　
佐
々
木
利
治

　
平
成
28
年
度
　
引
地
　
隆
之
　
髙
城
　
耕
一
　
伊
東
　
憲
一

　
平
成
29
年
度
　
藤
森
　
秀
志
　
加
藤
　
　
葵
　
橘
　
　
秀
俊

　
平
成
30
年
度
　
安
斉
　
亮
一
　
斉
藤
　
正
廣
　
星
加
　
陽
平

　
令
和
1
年
度
　
石
原
　
正
啓
　
斉
藤
　
正
廣
　
鏡
　
　
浩
二

　
令
和
２
年
度
　
有
馬
　
慎
吾
　
上
杉
　
勇
二
　
坂
下
　
祐
太

　
令
和
3
年
度
　
有
馬
　
慎
吾
　
上
杉
　
勇
二
　
坂
下
　
祐
太

　
令
和
4
年
度
　
貝
沼
　
隼
人
　
大
武
　
弘
幸
　
野
里
　
智
也

　
令
和
5
年
度
　
昆
野
　
将
之
　
大
関
　
涼
雅
　
梶
浦
　
貴
志

〇
女
性
部

　（
就
任
年
度
）  

（
部
　
長
）
 

    

（
副
部
長
）    

（
　
〃
　
）

　
平
成
26
年
度
　
斉
藤
の
り
子
 　
黒
須
　
倫
子
　
齊
藤
　
晴
美

　
平
成
27
年
度
　
斉
藤
の
り
子
 　
黒
須
　
倫
子
　
山
梨
　
則
子

　
平
成
28
年
度
　
武
田
志
津
子
　
黒
須
　
倫
子
　
中
山
　
町
子

　
平
成
29
年
度
　
北
野
は
る
み
 　
茂
住
　
真
澄
　
中
　
　
智
子

　
平
成
30
年
度
　
小
林
ま
ゆ
み
　
河
野
　
智
子
　
松
下
　
明
美

　
令
和
1
年
度
　
河
野
由
美
子
　
河
合
　
三
枝
　
嶺
　
三
紀
子

　
令
和
２
年
度
　
細
川
美
重
子
 　
中
澤
ひ
さ
子
　
小
野
　
里
美

　
令
和
3
年
度
　
信
田
佐
和
子
　
南
　
ま
ゆ
み
　
草
場
　
佳
子

　
令
和
4
年
度
　
川
島
　
睦
美
 　
堺
　
　
敦
子
　
今
野
　
浩
美

　
令
和
5
年
度
　
宮
下
美
由
紀
 　
兼
安
美
由
紀
　
萬
城
　
一
葉

〇
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

　（
就
任
年
度
）  

（
会
　
長
）
 

    

（
副
会
長
）    

（
　
〃
　
）

　
平
成
26
年
度
　
坂
下
あ
ゆ
み
 　
渡
邊
　
美
和
　
米
森
こ
ず
恵

　
平
成
27
年
度
　
西
島
　
由
華
 　
大
丸
美
喜
子
　
森
脇
　
由
記

　
平
成
28
年
度
　
米
森
絵
里
香
 　
水
野
　
美
香
　
小
林
由
紀
子

　
平
成
29
年
度
　
松
﨑
　
久
美
　
坂
下
　
晴
香
　
川
畑
美
由
紀

　
平
成
30
年
度
　
大
橋
加
奈
子
 　
山
川
由
美
子
　
吉
田
こ
の
み

　
令
和
1
年
度
　
仲
山
　
美
知
 　
伊
藤
　
里
美
　
篠
原
　
亜
実

　
令
和
２
年
度
　
森
　
　
　
梓
　
山
本
　
理
恵
　
安
斉
　
里
美

　
令
和
3
年
度
　
梶
浦
　
　
唯
 　
中
川
　
美
恵
　
福
田
由
佳
理

　
令
和
4
年
度
　
藤
田
　
紗
苗
　
林
　
　
み
お
　
斉
藤
　
未
来

　
令
和
5
年
度
　
有
馬
　
芳
枝
　
牧
野
　
美
穂
　
萩
原
　
知
香

▲綱領朗唱する出席者

▲大槻女性部長より感謝状を授与される
　斉藤元部長（左）

▲会場の様子

▲「ききじゃが選手権」を楽しむ参加者

　

こ
の
度
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
設
立
20
周
年
を
記

念
し
て
、
記
念
誌
を
作
成
し
ま
し

た
。
下
側
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
・

女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

設
立
20
周
年
記
念
誌
作
成
！

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

設
立
20
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、更
な
る
魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
を
！

特集
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〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
西
支
部
〜

自
然
や
森
を
再
現「
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り
」

▲▼制作の様子
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た
。
部
員
ら
は
完

成
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
タ
マ
ゴ
ケ
や

ホ
ソ
バ
オ
キ
ナ
ゴ
ケ
な
ど
３
種
類
の
苔

と
様
々
な
大
き
さ
の
砂
や
石
を
飾
り
付

け
、
小
瓶
の
中
に
癒
し
の
空
間
を
表
現

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
ら
は
「
苔
の
植
付
け

は
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
っ
た
細
か
い
作
業

で
難
し
か
っ
た
が
、
綺
麗
な
イ
ン
テ
リ

ア
に
な
っ
た
」
「
リ
ビ
ン
グ
に
飾
っ
て

鑑
賞
を
楽
し
み
、
苔
を
枯
ら
さ
な
い
よ

う
に
換
気
と
水
や
り
を
定
期
的
に
行
い

た
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
り
、
部
員

同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
西
支
部
は

１
月
10
日
、
当
Ｊ
Ａ
留
辺
蘂
地
区
事
務

所
で
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り
の
研
修
会

を
開
催
し
、
部
員
19
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
と
は
、
透
明
の
ガ
ラ

ス
瓶
の
中
に
専
用
の
土
を
敷
き
詰
め
、

苔
や
石
を
配
置
し
て
小
さ
な
自
然
空
間

を
表
現
し
ま
す
。
自
宅
や
部
屋
の
中
で

自
然
を
堪
能
で
き
る
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
手
軽
に
苔
を
栽
培
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
師
に
ア
ト
リ
エ
Ｃ
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
の
渡

邊
千
晶
氏
を
迎
え
、
土
で
つ
く
る
土
台

の
勾
配
の
作
り
方
や
苔
を
植
付
け
る
際

〜
令
和
６
年
産
の
作
柄
を
報
告
〜

地
場
産
も
ち
米
で
鏡
餅
１
市
２
町
へ
贈
呈

▲贈呈の様子（前列左から福田会長、大坪組合長、辻北見市長、
　武田北見副市長）

▲歓談の様子（置戸町）

振
興
会
に
よ
り
、
各
行
政
の
首
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
の
福
田
堅
一
会
長
は
「
今

年
は
収
量
・
品
質
も
良
く
、
良
い
も
ち

米
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
色
々
な
人

に
も
ち
米
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
良
い

年
を
迎
え
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
大
坪
広
則
組
合
長
は
「
今

年
も
各
作
物
が
天
候
に
左
右
さ
れ
る
年

産
と
な
っ
た
が
、
１
年
を
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
生
産
者
の
努
力

と
関
係
機
関
の
お
か
げ
」
と
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

　

贈
呈
し
た
鏡
餅
は
各
行
政
の
玄
関
口

に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
と
き
た
み
ら
い
も

ち
米
振
興
会
は
12
月
26
日
、
当
Ｊ
Ａ
管

内
の
北
見
市
、
訓
子
府
町
、
置
戸
町
の

１
市
２
町
を
訪
れ
、
地
場
産
も
ち
米
で

作
っ
た
鏡
餅
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

鏡
餅
は
当
Ｊ
Ａ
で
生
産
さ
れ
た
令
和

６
年
産
の
「
き
た
ゆ
き
も
ち
」
を
使
用

し
、
二
段
重
ね
で
重
量
約
６
㎏
に
な
り

ま
す
。
当
日
訪
れ
た
当
Ｊ
Ａ
役
員
と
同

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
東
支
部
〜

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
を
深
め

▲競技を行う部員

▲優勝して景品を受け取る部員

ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し
た
。
10
問
ク
イ

ズ
「
ク
イ
ズ
・
頭
農
（
ず
の
う
）
」
で

は
、
農
業
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
、
チ
ー
ム
内
で
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
答
え
を
考

え
ま
し
た
。

　

安
斉
大
夢
支
部
長
は
「
例
年
と
は
違

う
内
容
を
企
画
し
、
新
鮮
な
気
持
ち
で

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
役
員
で
話
し

合
っ
て
開
催
し
た
。
農
閑
期
と
な
る
こ

の
時
期
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
は
市
内
飲
食
店
に
参

加
者
が
集
ま
り
、
さ
ら
に
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
東
支
部
は

１
月
10
日
、
北
見
市
南
地
区
市
民
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
交
流
会
を
開
催

し
、
部
員
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
例

年
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
が
、
新
た
な
試
み
と
し
て

青
年
部
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
行
い
ま
し

た
。

　

競
技
は
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
２
種
目
を

用
意
し
ま
し
た
。
障
害
物
リ
レ
ー
「
お

ら
が
畑
競
争
」
で
は
、
畑
づ
く
り
や
苗

の
定
植
、
収
穫
作
業
や
作
物
の
規
格
分

け
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
を

つ
な
い
だ
り
、
緑
色
の
水
が
入
っ
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
投
げ
て
立
た
せ
る
な
ど

の
障
害
物
を
用
意
し
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
置
戸
支
部
〜

伝
統
の
み
そ
づ
く
り
講
習
会
を
開
催

▲大豆の選別を行う参加者

▲息の合った動きで原料を混ぜる参加者

材
に
こ
だ
わ
っ
た
み
そ
作
り
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
９
日
に
大
豆
の
選
別
や
洗

浄
等
の
事
前
準
備
、
10
日
に
み
そ
作
り

を
行
い
、
当
日
は
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
も
、
息
の
合
っ
た
動
き
で
大
豆
や
こ

う
じ
、
塩
を
混
ぜ
込
み
約
１
３
０
kg
の

み
そ
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
み
そ
は
重
し

を
し
な
が
ら
熟
成
・
発
酵
さ
せ
、
１
年

後
に
完
成
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
置
戸
支
部

は
１
月
10
日
、
毎
年
恒
例
の
み
そ
づ
く

り
講
習
会
を
置
戸
町
の
森
林
工
芸
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
の
み
そ
づ
く
り
講
習
会
は
20

年
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い
る
伝
統

的
な
活
動
で
、
今
回
は
７
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

み
そ
の
原
料
に
は
部
員
の
河
野
智
子

さ
ん
が
生
産
し
た
大
豆
を
使
用
し
、
素
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　置戸町でリジェネラティブ農業の実践を始めた廣中諭さんの圃場で、全道各地から集まった生
産者の皆さんと一緒に、アメリカから訪れたUnderstandingAgのチャックさんの圃場視察研修が
行われたのが昨年の11月である。廣中さんは複数種類のカバークロップを植える取組みを２年前
から始めている。
　土壌の構造を崩さないようにスコップで掘りあげて、断面をみた。表土に近いところには団粒
構造ができはじめていた。土のこのエリアこそが栄養循環が起こる場所、大切な場所である。取
組みを始めてまだ２年目だが、確実に変化が現れ始めていた。やったことに対して土の生き物た
ちは応えてくれている。それを実際に専門家にも確認してもらえた廣中さんはうれしそうな表情
をされていた。
　この時期の圃場にこれだけの緑が存在している。緑があるということは光合成が行われ、それ
によって土の中の微生物に栄養分（炭素）が供給されることになる。リジェネラティブ農業は健
康な土壌をつくることをベースとしているが、そのための原則の一つが「生きた根を少しでも長
く保つ」ことである。生きた根があることで、土壌の微生物に｢エサ｣が供給され、それが土をつ
くっていく。だからその対極にあるのは｢むき出しになった土壌｣である。裸地では生き物が育ま
れることがない。この時期に緑があるということは、太陽エネルギーが植物を介して土の中に入
り込み、生き物を育てている光景なのである。
　私自身もこの光景を心地よい心持ちで眺めていたが、チャックさんは「まだ半分くらいがベア
ーグラウンド（裸地）ですね。植物のカバー率をもっと上げると良いですよ」と話してくれた。
美幌町から参加していた玉ねぎ農家のⅠさんは｢自分達がみたら、これで十分カバーされている
ように見えるけど、これを｢半分裸地｣とみるんだ｣と驚いていた。たしかに、一定のエリアを枠
や手などで囲ってみて、そこの状態を見てみると、カバークロップの茎葉があるから広い面積が
カバーされているように見える。だがそれをよけて本当に土の面がどの程度覆われているのかを
みてみると、半分裸地、である。
　この圃場において、複数種類のカバークロップを組み合わせていって、どの程度まで裸地の割
合を減らしていくことが出来るのか。それは分からないとしても、少なくとも｢地表面をどのよ
うにみれば良いのか｣というその考え方を実感を伴って理解することが出来た。この連載でもく
り返し述べているようにリジェネラティブ農業はやり方ではなく考え方である。カバークロップ
をなぜ植えるのか。そして植えたカバークロップをどのように評価していけば良いのか。そのた

めの考え方がここにあらわれている。
　もう一つ圃場研修で「盛り上がった」テーマが｢カバークロップは
秋に刈るのか｣ということである。廣中さんをはじめ、カバークロッ
プに取り組んでいる人達の多くは秋にカバークロップを刈倒している。
このやり方を聞いたチャックさんは「カバークロップがまだ光合成で
きる期間が残っているのに、なぜ刈ってしまうのか」という疑問、問
題提起をした。土の健康の原則から考えればその通りである。農家の
多くはカバークロップをそのままにしておくと春先の水はけが悪くな
り圃場に入るのが遅れることを心配している。春に早く畑に入れるよ
うにしておきたいというのが北海道の農家の｢マインドセット｣である。
一方で、土が出来てくれば水はけが良くなり春先の水の問題もなくな
っていく（地温が下がるという別の問題が発生するが）。このやり方
が正解というのはないリジェネラティブ農業の第１の原則である｢自
分の経営の状況を理解する｣。その上で何が自分の農場において最適
な解なのかを考える。こうした難しい課題こそが、リジェネラティブ
農業のやり甲斐の一つなのである。

訓子府地区・豊坂

永井 美紀子さん（56歳）

み　き　こ

　今回は女性部訓子府支部の永井支部長に登場い

ただきました。

　昨年、寒い中てん菜の収穫をしていた際、

「暖かいところに行きたい」と思い、11月に６

泊７日の沖縄旅行を決行しました。

　沖縄に行くのは初めてで、戦争遺跡や琉球八

社を巡ったほか、スキューバダイビングで魚の

餌やり体験や美ら海水族館など、色々な体験が

出来てとても充実した１週間でした。

　写真は美ら海水族館で撮影したジンベエザメ

で、圧倒的な大きさが衝撃的でした。写真右下

に人の影が写ることでジンベエザメの大きさが

わかる一枚が撮れました。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

思い出の沖縄旅行思い出の沖縄旅行

訓子府地区・福野

加　藤　拓　馬さん（35歳）

たく　　 ま

▲美ら海水族館のジンベエザメ

リジェネラティブ農業の北海道における可能性② ◆出身、結婚に至るまで
　訓子府町出身で、夫とは青年団で知り合いまし
た。夫より年齢が上ということもあり、私の入籍
したい強い気持ちがきっかけで結婚へ至りました。
◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　何事にも動じなく、淡々と動きます。あまりお
しゃべりではないので、周りの方の話を聞くこと
が多いです。時間を無駄にしたくない思いがあり、
スケジュールを立てて動くせっかちな人間です。
◆趣味は？
　手芸に取り組みたいですが、時間が確保出来
ず、なかなか取り組めていません。コロナが流行
した時には大量にマスクを作っていました。料理
も好きで、突然ひらめいて作り出すことも多々あ
ります。ロール白菜はお友達に紹介し、とても好
評で嬉しかったです。
◆組織活動の魅力は？
　１人で出来ないことを色々な方の意見を聞きな
がら実現出来ることです。他の支部の部員と知り
合うことも出来て、顔見知りになることも嬉しい
です。
◆今後の目標は？
　毎日、朝一番に牛舎へ行き、仕事を頑張ってい
ます。具体的な目標は思いつきませんが、目の前
の出来事に一生懸命取り組みたいと思っています。
　愛知県に孫が２人いるので、成長が楽しみ
です♡

「目の前の出来事に　　　
　 一生懸命取り組みます」
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Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
11
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
泊
４
日
で
国
内
農
業

視
察
研
修
を
行
い
、
13
人
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

初
日
は
女
満
別
空
港
か
ら
羽
田
空
港
で

乗
り
継
ぎ
、
伊
丹
空
港
（
大
阪
府
）
へ
。

ホ
テ
ル
へ
向
か
う
途
中
に
大
阪
万
博
建
設

地
を
バ
ス
か
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　

初
日
と
２
日
目
は
大
阪
市
内
を
各
自
観

光
し
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
最
初
に
「
㈱
福
岡
ソ
ノ
リ
ク

関
西
物
流
セ
ン
タ
ー
」
へ
。
ホ
ク
レ
ン
大

阪
支
店
の
吉
田
係
長
と
㈱
福
岡
ソ
ノ
リ
ク

関
西
支
社
の
内
藤
支
社
長
よ
り
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
実
際
に
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
の

玉
ね
ぎ
や
馬
鈴
し
ょ
を
保
管
し
て
い
る
倉

庫
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
玉
ね
ぎ

を
保
管
し
て
い
る
倉
庫
は
湿
度
を
調
節
す

る
こ
と
が
出
来
る
な
ど
、
作
物
に
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ 

国
内
農
業
視
察
研
修
を
実
施

　

初
日
は
「
東
京
都
中
央
卸
売
市
場　

大

田
市
場
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
青
果
部
・

水
産
物
部
・
花
き
部
の
３
部
門
を
有
す
る

総
合
市
場
で
、
約
40
万
㎡
の
広
大
な
敷
地

の
周
辺
に
は
羽
田
空
港
・
東
京
湾
・
Ｊ
Ｒ

貨
物
基
地
等
物
流
の
拠
点
が
並
び
、
絶
好

の
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。
一
般
の
見
学
コ

ー
ス
を
視
察
し
、
東
京
都
市
場
管
理
課
の

神
山
氏
の
案
内
の
も
と
、
施
設
内
を
見
学

し
ま
し
た
。

三
組
織
合
同
視
察
研
修
を
実
施

青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
12
月
17
日
か
ら
19
日

ま
で
の
３
日
間
、
三
組
織
合
同
視
察
研
修
を
東
京
都
、
神
奈
川
県
に
て
実
施
し
、
三

組
織
の
本
部
役
員
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

視察研修を終えて
　この三組織合同視察研修は研修先で様々な知見を得るだけでなく、三組織が合

同で行うということに意義があると考えます。一つの物事に対して青年部と女性

組織それぞれの立場から意見が出ることでより多面的な考察ができるほか、研修

を通じてそれぞれの組織の課題をざっくばらんに共有できます。今回訪問した中

ではＪＡきたみらい東京事務所での、精力的な産地ＰＲ活動についての話が特に

印象に残っています。今後この研修を継続していく上で、東京事務所が築いたコ

ネクションを活用した視察先の選定をしていくのもおもしろいかもしれません。

団長　　廣中　諭

て
最
適
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
様
々
な

工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
徹
底
的
な
品
質
管

理
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
農
産
物
の
流

通
、
貯
蔵
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

次
に
「
㈱
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド　

神

戸
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
幅

１
６
０
ｍ
の
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
巨
大
な

物
流
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
作
ら

れ
た
食
品
工
場
に
は
ア
ー
ト
が
置
い
て
あ

り
、
内
外
観
共
に
美
術
館
の
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
敷
地
内
に
保
育
園
が
設
け
ら
れ
て

い
た
り
、
健
康
的
な
お
い
し
い
社
食
が
一

食
２
０
０
円
で
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
な

ど
、
従
業
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
が

整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
看
板
商
品
の
一

つ
で
あ
る
神
戸
コ
ロ
ッ
ケ
に
は
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
産
の
男
爵
を

使
用
し
て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
き
た
み
ら
い
産
を
選
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、
求
め
ら
れ
て
い
る
品
質
や
、

き
た
み
ら
い
産
の
評
価
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
「
甘
春
堂　

東
店
」
で
和
菓

子
作
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
細
か
い
作

業
が
多
く
、
参
加
者
は
自
分
の
手
で
形
を

作
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
全
員
が
き

れ
い
な
和
菓
子
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
日
本
の
伝
統
的
な
和
菓
子
を
作
る
体

験
は
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
豊
国
神
社

と
三
十
三
間
堂
を
参
拝
し
ま
し
た
。
豊
国

神
社
は
豊
臣
秀
吉
を
ま
つ
る
神
社
で
、
境

内
に
は
「
豊
国
祭
礼
図
屏
風
」
な
ど
の
宝

物
を
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三

十
三
間
堂
は
１
０
０
１
体
も
の
観
音
立
像

が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
迫
力
満
点
で
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
参
加
し
た
会
員
か

ら
は
「
生
産
者
と
し
て
消
費
者
の
食
を
支

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
よ
い
品
質
の
農

産
物
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
「
会
員
と

の
親
交
が
深
ま
り
今
後
の
フ
レ
ミ
ズ
活
動

の
活
発
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
」
と
い

う
声
が
あ
が
り
、
会
員
同
士
の
交
流
と
し

て
大
き
な
意
義
の
あ
る
視
察
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

▲㈱福岡ソノリク関西物流センターの
  倉庫を見学する参加者

▲㈱福岡ソノリク関西物流センターにて

▲㈱ロック・フィールド神戸ファクト
　リー内で説明を聞く参加者

▲㈱ロック・フィールド神戸ファクト
　リーにて

▲大田市場にて

▲横浜植物防疫所で説明を受ける参加者

▲崎陽軒のシウマイを試食

▲当ＪＡ東京事務所での意見交換

▲和菓子作り体験（左）と完成した和菓子（右）

　

次
は
神
奈
川
県
に
移
動
し
、
「
横
浜
植

物
防
疫
所
」
を
訪
問
。
植
物
防
疫
所
は
農

林
水
産
省
の
機
関
で
あ
り
、
海
外
か
ら
の

病
害
虫
侵
入
や
海
外
へ
の
病
害
虫
流
出
を

防
ぐ
た
め
、
輸
出
入
検
疫
や
種
苗
の
検
疫

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
横
浜
植
物
防

疫
所
の
白
神
氏
よ
り
検
疫
の
歴
史
か
ら
、

全
国
の
検
疫
所
の
業
務
内
容
ま
で
詳
し
く

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
視
察
を
通
じ
て
、

安
心
し
て
営
農
で
き
る
背
景
に
は
検
査
員

の
地
道
な
仕
事
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
は
「
崎
陽
軒　

横
浜
工

場
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
１
９
０
８
年
の

創
業
以
来
横
浜
の
美
味
し
さ
を
創
り
続
け

る
崎
陽
軒
。「
横
浜
の
名
物
を
つ
く
ろ
う
」

と
の
想
い
か
ら
生
ま
れ
た
、
冷
め
て
も
お

い
し
い
シ
ウ
マ
イ
に
は
き
た
み
ら
い
産
の

玉
ね
ぎ
や
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
の
帆
立
貝
柱

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
シ
ウ
マ
イ
の

歴
史
か
ら
、
作
っ
て
い
る
様
子
ま
で
を
見

学
し
た
後
、
実
際
に
シ
ウ
マ
イ
を
試
食
し

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
３
日
目
は
当
Ｊ
Ａ
の
東
京
事

務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
畠
山
所
長
よ
り

現
地
な
ら
で
は
の
情
報
収
集
や
人
脈
作
り

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
度
は

「
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
」
の
知
名
度
向
上
の

た
め
に
マ
ル
シ
ェ
を
３
回
開
催
し
、
ど
れ

も
大
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
パ
ー
ク
を
訪
れ
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
は
、
農
業
の
魅
力
や

重
要
性
を
伝
え
る
た
め
に
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
週
替
わ
り
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

ア
グ
リ
パ
ー
ク
が
提
供
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
方
法
や
、
東
京
の
農

業
の
現
状
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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農作業中の事故に備えませんか？～労災保険～
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第12回 理事会報告
　１月27日、午前９時00分より第12回定例理事会が開催さ

れ、報告事項11件、決議事項16件が協議され、原案通り承

認されました。

　【報告事項】

①内部監査（経営統制・無通告・コンプラ倫理）報告につ

　いて

②財務状況報告について

③令和６年度クミカン精算状況について

④人事の発令について

⑤生産組織活動費配分方法の見直しについて

⑥令和５年産もち米の精算について

⑦令和５年産大豆の精算について

⑧令和７年度生乳生産目標数量の配分決定について

⑨役員報酬審議会の答申について

⑩組合員状況報告について

⑪令和６年度対策農家の実績報告について

　【決議事項】

①令和７年度監査計画書（案）（内部監査）について

②規程類の改正について

③減損会計による減損額について

④北海道信連からの資金借入について

⑤令和７年度借入金の最高限度について

⑥令和７年度理事に対する資金の貸付（貯金・共済担保）

　について

⑦令和７年度信用供与等の限度額設定及び貸付金利率の最

　高限度について

⑧令和７年度１億円を超える信用の供与等の設定について

⑨令和７年度理事に対するクミカン貸越極度額の設定につ

　いて

⑩令和７年度不良債権処理方針（案）について

⑪出資減口について

⑫期末手当の支給について

⑬令和８年度職員採用計画について

⑭令和７年度畜産振興対策事業について

⑮令和７年度事業収支計画（案）について

⑯冬期地区別懇談会提出資料について

第11回 理事会報告
　12月20日、午前10時00分より第11回定例理事会が開催さ

れ、報告事項19件、決議事項８件が協議され、原案通り承

認されました。

　
【報告事項】

①内部監査（営農・経営・販売・畜産部門）報告について

②組合員状況報告について

③財務状況報告について

④不祥事ゼロ運動における現金・棚卸資産管理の自主点検

　結果について

⑤適切な森林管理によるＪ－クレジット創出の取組みにつ

　いて

⑥理事に対する資金の貸付に係る報告について

⑦人事の発令について

⑧令和７年度職員採用について

⑨対策農家の見込について

⑩ＪＡきたみらい局地的農地被害復旧事業の実績について

⑪令和６年度各種補助事業（国費・道費）の実績について

⑫相内玉ねぎ集出荷選別施設にかかる支援の変更について

⑬Ｒ５年・Ｒ６年産小麦の精算について

⑭Ｒ６年産もち米の精算について

⑮Ｒ６年産米麦乾燥調製料について

⑯Ｒ６年産共計玉ねぎ・馬鈴しょ選果販売状況について

⑰Ｒ４年産でん原馬鈴しょ本精算、Ｒ５年産でん原馬鈴しょ

　仮精算について

⑱生乳生産状況及び個体取引価格状況について

⑲営農商品・部品展示会実績について

　
【決議事項】

①出資減口について

②規程類の改正について

③令和７年度冬期地区別懇談会の日程（案）について

④第22回通常総代会の日程（案）について

⑤北海道報徳（善行賞）受賞候補者の推薦について

⑥役員報酬審議会委員の選任について

⑦人的資本管理基本方針（案）について

⑧令和７年度事業計画基本方針（案）について

 

Ｒ02.04　入組
Ｒ02.04　購買部生産資材グループ
令和６年12月31日付　退職

■在職期間　４年９か月

（購買部生産資材グループ）
志　賀　ななみ
し　　　が

Ｒ06.04　入組
Ｒ06.04　購買部資材推進グループ
令和６年11月30日付　退職

■在職期間　８か月

（購買部資材推進グループ）
山　下　隼　一
やま　　した　　しゅん　 いち

退職のお知らせ
　職員が退職しましたのでお知らせ致します。
　在職中は、組合員皆様を始め、地域皆様のご厚情
をいただき誠にありがとうございました。購買部

農機自動車グループ

菅　井　涼　平
すが　　 い　　りょう　　へい

　ＪＡ職員としての自覚を持ち、一日でも早

く組合員の皆様に信頼していただけるよう精

一杯頑張ります。

昭和60年２月６日生
北海道立北見高等技術専門学院　卒業
趣味・好きなもの　読書・野球

新規採用のお知らせ

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
も
削
減

な
く
そ
う
食
品
ロ
ス

食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
井
出
留
美

　

２
０
２
４
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
23
年
の

夏
も
暑
く
、
長
野
県
で
米
や
野
菜
を
作
っ
て
い
る
筆

者
の
義
父
母
は
「
暑
過
ぎ
て
サ
ト
イ
モ
が
小
さ
く
な

っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

　

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
気
象
情
報
機
関
「
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
気
候
変
動
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
24
年
の
世
界
平

均
気
温
が
23
年
を
上
回
り
、
過
去
最
高
に
な
る
見
通

し
だ
と
24
年
10
月
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

過
剰
な
暑
さ
は
農
産
物
の
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
23
年
産
の
新
潟
県
産
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
胚

乳
の
一
部
も
し
く
は
全
部
が
白
く
濁
る
「
白
未
熟

粒
」
が
増
え
、
等
級
が
落
ち
ま
し
た
。
海
水
温
が
高

く
魚
が
死
ん
で
し
ま
う
現
象
も
起
き
ま
し
た
。
こ
の

暑
さ
の
一
因
が
「
食
品
ロ
ス
」
だ
と
言
っ
た
ら
、
意

外
に
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

気
候
変
動
の
一
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
世
界

で
最
も
排
出
し
て
い
る
国
の
第
１
位
は
中
国
、
第
２

位
が
米
国
で
す
。
し
か
し
、
世
界
中
の
食
品
ロ
ス
を

合
計
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
国
に
続
く
第
３
位
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
な
る
の
で
す
。

　

農
業
や
食
品
産
業
な
ど
、
世
界
の
食
料
シ
ス
テ
ム

か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
全
体
の
30
％
以

上
に
及
び
ま
す
。

　

世
界
２
０
０
人
近
く
の
研
究
者
が
関
わ
っ
た
ド
ロ

ー
ダ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地
球
温
暖
化
を
逆

転
さ
せ
る
ベ
ス
ト
１
０
０
の
方
法
が
検
証
さ
れ
ま
し

た
。
二
酸
化
炭
素
の
削
減
量
や
費
用
対
効
果
な
ど
で

順
位
付
け
し
た
と
こ
ろ
、
１
０
０
位
中
、
３
位
に
な

っ
た
の
が
「
食
品
ロ
ス
削
減
」
で
し
た
。
26
位
の

「
電
気
自
動
車
」
や
43
位
の
「
飛
行
機
の
燃
費
向

上
」
よ
り
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
方
が
順
位
が
高
か
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
、
気
候
変
動
と
食
品
ロ
ス

は
大
き
く
関
連
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
23
日
は
世
界
気
象
デ
ー
。
24
年
の
テ
ー
マ
は

「
気
候
変
動
対
策
の
最
前
線
」
で
し
た
。
農
畜
水
産

物
の
生
育
を
健
全
に
保
ち
、
自
然
災
害
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
に
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る
食

品
ロ
ス
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。 出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募

用紙に答え（番号）と広報誌への

ご意見・ご感想を記入してＦＡＸで

ご応募下さい。

　抽選で６名の方に、ＪＡきたみ

らいの「白花美人（甘納豆）」と

「玉ねぎせんべい」をプレゼント

致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

 

業はもちろん、何事にも穏やかな年であってほ

しいです。

雪はいらないけど雪がないの

もさみしいです。農 大

　農業においては資材高騰や気象災害の頻発、国内外の

情勢なども決して穏やかとはいえないニュースが多く、

なかなか気が休まらないですね。私も毎年思いますが、

穏やかな一年になりますように☆彡

　もともと道内では雪の比較的少

ない北見地区ですが、今シーズン

は特に少ないですね。訓子府のさむさむまつりは雪像づ

くりができなくなるなど、雪がなさすぎるのも困りもの

です…。雨もそうですが一度に思いっきり降るのではな

く、適度に降ってほしいものですね。

12月号まちがいさがしの当選者
　12月号のまちがいさがしの答えは「１、４、７、８、10」でした。
正解者30名の中から抽選の結果、当選者は次の方々です。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎうま塩」と「麦まる
ごとうどん」２袋をプレゼント致します。

・伊藤　優子さま（相　内）・水戸部美智代さま（端　野）
・武藤　響子さま（訓子府）・下地利恵子さま（訓子府）
・谷　　和佳さま（訓子府）・森下　雄大さま（訓子府）

１月号クロスワードの当選者
　１月号のクロスワードの答えは「ゲ・イ・シ・ユ・ン」でした。正
解者24名の中から抽選の結果、当選者は次の方々です。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「オリジナル商品詰め合わせ
セット」をプレゼント致します。

・奥村　佑生さま（訓子府）・合田まゆみさま（上常呂）
・名和　純子さま（訓子府）・齊藤さおりさま（置　戸）
・花岡　英治さま（訓子府）・橋本　　渚さま（置　戸）

（匿名希望さん）
（訓子府地区　伊藤　由芽さん）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和７年１月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,591人

5,532人

836戸

119,463百万円

13,872百万円

5,136百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

りんご釜のバニラアイス焼きダイコン タイのスープで

・暦の上では春になりましたが、暖かな日差しも時折差しつつまだまだ寒さが

　続いています。この時期は筋肉の冷えなどで体が動きづらいので、日頃から

　温活やストレッチに取り組み、農作業事故に繋がらないよう怪我防止に努め 

　ましょう。

・２月はイベントや行事がたくさんあります。節分、バレンタインデー、厳寒

　焼き肉まつりなど皆さんはどんなイベントで２月を過ごしますか？私は地元

　で有名なワカサギを釣りながら冬景色を楽しみたいと思います！　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（小嶌　優里）

❶リンゴの釜を作る。紅玉をふたと器に切り

分け、器部分は種周辺を丸くくり抜き、塩

水に漬けてから水気を拭き取る。フライパ

ンに無塩バターを入れ、中火で器の切り口

側に焼き色を付け、グラニュー糖とシナモ

ンを回しかける。

❷オーブンを200度に熱し①の紅玉のふたと

器を10分ほど焼く。崩れないように頃合い

を見て取り出す。

❸熱いうちに器部分にバニラアイスを入れて、

ふたをのせ、イチゴ、黒豆を飾り出来上が

り。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（１人分）◆
……………………………１個

……………………………大さじ１

…………………………大さじ１

…………………小さじ1/2

…………………適宜

……………………………適宜

………………………………………１個

リンゴ（紅玉）

無塩バター

グラニュー糖

シナモンパウダー

バニラアイス（市販品）

黒豆（市販品）

イチゴ

❶タイのあらに塩を振って１時間置き、沸騰した湯
に入れ霜降りする。同様にタイの切り身も霜降り
しておく。ダイコンは２cm厚に切り、面取りして
下ゆでしておく。セリはざく切りにする。
❷水に①のタイのあら、ネギ、ショウガの皮、だし昆
布、ローリエ、料理酒を入れ沸騰させ、あくを丁寧
に取り除きながら中火で１時間ほどスープを取る。
❸②のスープをこして塩、薄口しょうゆを入れ、①
のタイの切り身とダイコンを入れ、弱火で30分ほ
ど味を含ませる。
❹③のダイコンをスープから取り出し、オリーブ油
を入れ中火で熱したフライパンで両面に焼き色
を付け器に盛る。同じフライパンに③のスープを
100ml入れ、強火で半分に煮詰めて①のセリを
入れる。
❺④のダイコンの上に③のタイの切り身をのせ、④
の煮詰めたスープとセリをかけて出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆
…適宜

…………………………………４切れ
………………………………………1/2本

………………………………………………適宜
………………………………１本分

……………………………………適宜
…………………………………………１枚
…………………………………………１枚

…………………………………………100ml
…………………………………………小さじ1/2

……………………………小さじ1/2
…………………………………………………３Ｌ

………………………………大さじ1/2

タイのあら（頭、中骨など・スーパーで購入可）
タイの切り身
ダイコン
セリ
ネギ（青い部分）
ショウガの皮
だし昆布
ローリエ
料理酒
塩
薄口しょうゆ
水
オリーブ油


